
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

専門士 ① 3人 3人

人 ABC協会認定　アシスタントブ
ライダルプランナー検定2級 ③ 3人 3人

人
ABC協会認定　アシスタントブ
ライダルプランナー検定1級 ③ 3人 1人

人
日本フォーマル協会
フォーマルスペシャリスト検定
準２級

③ 3人 3人

％ ﾌｧｯｼｮﾝ色彩検定３級 ③ 3人 2人

■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和

名 ％
令和4年4月1日時点において、在学者6名（令和4年4月1日入学者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者6名（令和5年3月31日卒業者を含む）
■中途

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映した内容を公表する
ことが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
　＜入学時特待＞選考試験成績により、1年次の授業料の全額免除、半額免除、１／４額免除
　＜進級時特待＞進級後の授業料が一部免除
　＜コンテスト受賞特待＞外部コンテストの優秀なる賞を受賞した学生に、授業料の一部免除または、報賞金を授与
　＜経済的支援制度＞経済的な理由で就学が困難な者で高校での成績、出席、生活態度が良好な者に、1年目の授業料２０万円を減免。
　＜遠隔地支援制度＞熊本県外及び県内遠隔地からの入学生対象に半期毎に支援金を授与
■専門実践教育訓練給付：　　　非給付対象

■中退防止・中退者支援のための取組

毎年、欠席者に対する早期対応、個人面談、三者（担任学生、保護者）面談実施、休学制度を活用し次年度復帰等の指導　等

■就職者数　　　　　　　： 3

ヒロ・デザイン専門学校 昭和51年7月24日 徳永　隆裕
〒860-0012
 熊本市中央区紺屋今町３－１４

（電話） 096-352-9059
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人出田文化学園 平成1年1月11日 徳永　隆裕
〒860-0012
 熊本市中央区紺屋今町３－１４

（電話）

（別紙様式４）

令和5年7月31日※１
（前回公表年月日：令和4年７月３１日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

服飾・家政 服飾専門課程 ブライダル科
平成２３年１２月２２日

文部科学省告示第１６６号

学科の目的
教育基本法及び学校教育法に従い、学校教育及び専修学校教育を行い、実践的な知識・技術等を取得し社会に貢献できる創造的で人間性豊かな人材の育成することを目
的とする。

096-352-9059
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成27年2月17日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0時間 ０時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
１８７１時間 ７７９時間 ６４４時間 ４４８時間

学期制度
■１学期：４月１日～９月３０日
■２学期：１０月１日～３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
授業科目毎の試験及び提出物評価６０％

20人 ６人 0人 ２人の内数 ７人の内数 ９人の内数

卒業・進級
条件

前後期の各試験の成績、出席、課題製作物の各評価を基に教員会議で総合的に判
断し、学校長が認定する。
　・各学年の授業日数の４／５以上の出席及び、各教科の４／５以上の出席
・各年科目評価で不可が２科目以内

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 校内外イベント実行委員会（年間に校内イベント3回、校外イベント1～2回程

度開催）クラス担任が中心となり、各教科担当教員（非常勤を含む）と一
体となった個別指導を実施。ツールとして出欠簿科目時間ごと
に記載し体調・様子等も記載）なども使用。 ■サークル活動： 有

4年度卒業者に関する

■就職指導内容
授業において業界研究、企業研究、コミュニケーション力、一般
教養付与等を実施。また、業界関係者によるセミナー等

■卒業者数　　　　　　　： 3

■就職希望者数　　　　： 3

長期休み

■学年始：４月１日～４月８日
■夏　 季：７月２５日～８月３１日
■冬　 季：１２月２５日～１月７日
■学年末：３月２４日～３月３１日

就職等の
状況※２

■主な就職先、業界等 ■国家資格・検定/その他・民間検定等

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意し、それぞれ、「大学・
短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」「資格取得」などを
希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をいいます。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の者、留学生、聴講
生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職者とはしません（就
職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進学状況等について記
載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取
得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒
業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

経済的支援
制度

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
第三者による

学校評価
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/当該学科の

ホームページ

■就職率　　　　　　　　　： 100

令和5年7月31日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

KKRホテル熊本、くまもと新世紀(株)ホテル日航熊本、
(株)フォーシスアンドカンパニー

（令和4年度卒業者に関する令和5年7月31日時点の情報）

： 100
■その他
・進学者数　　　０人

https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/
https://www.hiro-design.ac.jp/course/bridal/


種別

①

③

③

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

名　前 所　　　属 任期

川口　　 滋 くまもとデザイン協議会　顧問
令和４年年４月１日～令和６年
３月３１日（２年）

安武　伸一郎

小島　康介 株式会社サンエー・ビーディー経営管理部人事課長 同上

＜カリキュラム改善策＞「オンラインに対応できる人材の育成が求められている。日々進歩するデジタルツールに精通した
人材の育成が必要。」との意見を踏まえ、カリキュラムを検討。
＜検討課題＞学生の社会性修得の指導及びモチベーション向上策の検討

（開催日時（実績））
令和４年 １１月２４日

令和５年２月２２日

くまもと新世紀株式会社（ホテル日航熊本）　常
勤監査役

同上

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
企業関係講師や、実習等で連携関係にある企業等との関係を重視するとともに、新たな関連企業との関係構築に努め、
そこから得た情報や、業界ニュース等から得た情報を基に、業界の動向を捉え、実践に役立つように常に科目や時間数の
見直しを行っていく。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫）にあたっては、教育課程編成委員会における提言や
助言を、各年度教育課程編成方針会議において教育課程編成に反映させる。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

福丸　清継 株式会社フォルムアイ　福岡事業部　副部長 同上

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回（11月、２月）

中西　健也 有限会社　中西商会　代表取締役 同上

令和5年４月１日現在

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

業界の人材育成を行うため、関係業界及び関連企業と密接な連携を図り、共に協力して、業界を支える人材の育成にあ
たる。また、即実践力となる人材を育成するため、実習・演習等においては、企業等と協定書や契約書を結び、企業関係
者による直接授業や、現場実習を多く取り入れるものとする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

ブライダル演習における企業へのインターンシップにおいては、毎日の「業務日誌」に学生の目標設定に対して実際に研
修した結果による企業側の指導及び評価を記載したレポートを頂くとともに、研修全体を通した「インターンシップ評価表」
も頂き、その後の教育・指導に活用している。



ブライダル演習Ⅰ

ホテル、専門式場での研修を通し、ブライダル業界の仕組
み、業務内容、社会人としての知識を深め、技術を習得す
る。授業で得た知識だけでなく、見えていない部分を含めた
総合的な理解力を養い、仕事に対する責任感と充実感、就
業意識や実務能力の向上を得る。企業等の最新情報や人
材に対するニーズを把握し、理解する。

ホテル日航熊本
ザ・ニューホテル熊本
　等

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

ブライダル総論
ブライダルに関する知識全般を学ぶ。日本の婚礼の基礎
知識、アメリカンウエディングの基礎知識を学び、習得し、
基本的な結婚式の企画・提案ができるようになる。

ホテル日航熊本
リクルート（ゼクシイ）　等

ブライダル企画
型にとらわれないオリジナルの発想での企画・提案力を養
う。プレゼンテーション能力を身に付ける。

ホテル日航熊本 等

ブライダル演習Ⅱ

１年次に習得した知識や技術を、現場で実践し、より専門
的な部分で、企業が求める戦力になるための応用力を身
に付ける。
また、卒業後の職種に関する知識をさらに深める。

（株）ウエディングボックス
（株）堤写真館
（株）ザ・フォレストテラス　等

ブライダルコーディ
ネート論

ファッションコーディネートの基礎を学び、ブライダルコー
ディネートの実践に役立てる。装花やヘアメイクのイメー
ジ、会場イメージ、に合わせたコーディネートができるように
なる。

(株)ビー・ディー・プランニング

研修名「ＧＯＯＤ ＷＥＤＤＩＮＧ ＡＷＡＲＲＤ 2022」　（連携企業；リクルート）
期間：令和４年８月２日（火）　　対象：ブライダル科担当教員
講師；ブライダル総研　金井良子　氏
内容：業界プロの担当者による「良い結婚式のﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞコンテスト」全国大会

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「セルフマネジメント」
講師；内田　かおり 氏
期間：令和５年４月２１日（金）　　対象：ファッション学科担当教員
内容：セルフマネジメントとは～より良い人間関係構築の為のコミュニケーション～セルフマネジメントの種類を学ぶ。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「ＧＯＯＤ ＷＥＤＤＩＮＧ ＡＷＡＲＲＤ 2023」　（連携企業；リクルート）
期間：令和5年7月２５日（火）　　対象：ブライダル科担当教員
講師；ブライダル総研　金井良子　氏
内容：業界プロの担当者による「良い結婚式のﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞコンテスト」全国大会

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
学生が卒業後の各分野で要請される専門的な知識・技能を身につけるため、教職員がその内容について指導できるレベルの能力を
身に付けていることが基本であることから、率先して研鑽に励むこととする。外部研修受講に当たっては、より専門的で高度な業界の
最新の知識及び技術の修得を図る事を目的とする。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「コミュニケーション力強化セミナー」（連携企業；（公財）日本電信電話ユーザ協会）
期間：令和５年９月1日　対象：教務部担当教員



種別

企業等

高等学校

企業等

保護者

卒業生

在校生

在校生

在校生

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標 教育理念・目標

（２）学校運営 学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

学校関係者評価は、社会的要請に応えた実践的かつ高度で専門的な知識・技能を付与する職業教育を行うこととした本
校の教育活動について、その目標の達成に向けた取組状況や達成状況について評価を行い、その評価結果を次年度の
教育活動その他の学校運営の改善等に活用し、組織的・継続的な改善を図ることを目的とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境 教育環境

（７）学生の受入れ募集 学生の受入れ募集

（８）財務 財務

（３）教育活動 教育活動

（４）学修成果 学修成果

（５）学生支援 学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

　年々各項目の評価が上がり、今回の各項目における評価がほとんどＡランクとなった。今後さらに学校の状況を向上さ
せるには、各項目のアンケート結果を詳細に分析したり、評価点のハードルを上げる等の検討が必要との学校関係者評
価委員会の意見を踏まえ、今後検討を行う。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和5年4月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 法令等の遵守

（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献

（１１）国際交流

園田　清秀
熊本駅前ビル株式会社　ザ・ニューホテル熊本
総支配人

同上

嶋田　梨亜 ブライダル科　2年 同上

プロフェッショナルデザイン科　保護者 同上

小野　和弘 株式会社　鶴屋百貨店　婦人服部次長
令和４年４月１日～令和６年３
月３１日（２年）

石川　正 熊本県立菊池農業高等学校　校長 同上

辛川　莉良 ファッション流通ビジネス科　2年 同上

箕輪　　茜 ブライダル科卒業生　ホテル日航熊本勤務 同上

西川　航斗 プロフェッショナルデザイン科　4年 同上

堀　よしみ

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

ホームページ

URL:　https://www.hiro-design.ac.jp/disclosure/
公表時期：平成27年4月1日より公開中

（開催日時（実績））
令和５年 ３月９日



（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

ファッションとブライダル業界の人材育成を目的としている本校では、現在、関係業界及び関連企業と密接な連携を図り、
ともに協力して業界を支える人材の育成に当たっている。その関係企業に対して。学校への協力・理解を促進するために
も学校の情報を提供することは欠かせない。また、これまでには連携関係に無い企業に対しても、教育内容充実のために
は今後、連携関係を広げていく必要がある。そのためにも、よりオープンな形でホームページの情報提供を行う。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、目標及び計画

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）情報提供方法

URL:　https://www.hiro-design.ac.jp/disclosure/
公表時期：平成27年4月1日より公開中

（８）学校の財務 学校の財務

（９）学校評価 学校評価

（１０）国際連携の状況

ホームページ

（５）様々な教育活動・教育環境 様々な教育活動・教育環境

（６）学生の生活支援 学生の生活支援

（７）学生納付金・修学支援 学生納付金・修学支援

（２）各学科等の教育 各学科等の教育

（３）教職員 教職員

（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育・実践的職業教育
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○ 造形論
縫い代始末の方法やファスナー、ホック等基本的な縫
製の技術を学び、ワンピース等の製作を通し、服の構
造を理解する。

１～
２通

292 △ ○ ○ ○

○
服飾デザイン
論

業界のあらゆる分野で必要な色彩とデザインの基本的
な知識を講義・演習を通して学ぶ。基礎デザインの原
則の理論と技法を理解しあらゆるデザインワークに活
かす。

１通 48 ○ △ ○ ○

○
ブライダル総
論

ブライダルに関する知識全般を学ぶ。日本の婚礼の基
礎知識、アメリカンウエディングの基礎知識を学び、
習得し、基本的な結婚式の企画・提案ができるように
なる。

１～
２通

442 ○ △ △ ○ ○ △ ○

○
ブ ラ イ ダ ル
マーケティン
グ論

マーケティングに必要な基礎知識、分析方法を学び、
市場調査や雑誌分析、トレンド分析を実践的に演習し
習得する。

２前 22 △ ○ ○ ○

○
ブ ラ イ ダ ル
コーディネー
ト論

結婚式において式場、会場に合わせた衣装、ヘアメイ
ク、装花。また式場、会場の音響・照明・テーブル等
をトータルコディネートできるようになる。

１～
２通

361 △ ○ △ ○ ○ ○

○
ブライダル演
習Ⅰ

ホテル、専門式場での研修を通し、ブライダル業界の
仕組み、業務内容、社会人としての知識を深め、技術
を習得する。授業で得た知識だけでなく、見えていな
い部分を含めた総合的な理解力を養い、仕事に対する
責任感と充実感、就業意識や実務能力の向上を得る。
企業等の最新情報や人材に対するニーズを把握し、理
解する。

１通 57 ○ ○ ○ ○

○
ブライダル企
画

型にとらわれないオリジナルの発想での企画・提案力
を養う。プレゼンテーション能力を身に付ける。 ２通 190 △ ○ ○ ○ ○

○
ブライダル演
習Ⅱ

１年次に習得した知識や技術を、現場で実践し、より
専門的な部分で、企業が求める戦力になるための応用
力を身に付ける。
また、卒業後の職種に関する知識をさらに深める。

２通 90 ○ ○ ○ ○

○
ホ ス ピ タ リ
ティ

業界で仕事をする上で必要な、立ち居振る舞い、会話
術電話応対等の接遇マナーを学び、さらに現場でのお
客様の応対として新規接客から成約までの一連の流れ
をロールプレイングを中心にコミュニケーションの技
術を習得する。また、サービスの観念についてあらゆ
る角度から研究し、お客様が真に期待されるサービス
を追求・理解する。

１～
２通

139 △ ○ ○ △ ○ ○

○ 英会話
グローバル化が進む業界に対応すべく、現場ですぐに
使える実践的な英会話を音読、ロールプレイングを中
心に、話す技術を身に付ける。

２前 45 △ ○ ○ ○ ○

○ 一般教養

仕事をしていく上での最低限のコミュニケーション
（口頭表現、文章表現）ができる力を身に付け、就職
試験で課される一般教養試験に対応できるようにす
る。また、美術や工芸、文学等幅広い教養を身に付け
る。

１後～２
前 46 ○ △ ○ ○

○ 特別講義
幅広い分野で活躍する人や卒業生講話を実施したり、
美術館での鑑賞を行ったりと幅広い専門的な知識や一
般教養を身に付ける。

１～
２通

46 ○ ○ △ △ ○ ○

教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目等の概要

（服飾専門課程ブライダル科）令和５年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所



○ イベント
ファッションショーや学年交流行事及び企業とのコラ
ボ等のイベントを通じて協調性や実践力等を養う。

１～
２通

92 ○ ○ △ △ ○ ○

　　１３　科目

卒業要件及び履修方法 授業期間等

各学年において、授業日数の４／５以上の出席及び「不可」が２科目以内

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間
1,2年前期
２年後期 各１７週

２年後期 １５週
（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 １８７１単位時間(      単位)
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